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が遷延することを見出した。これらの集簇は主に T 細胞と B 細胞で構成され、これらの
細胞の著明な増殖と活性化が認められた。さらに集簇内部にhomeostatic chemokine で
あるCXCL13およびCCL19の発現、high endothelial venuleの新生も確認された。以




った。TLT の面積は炎症性サイトカイン発現、腎機能低下、CXCL13 および CCL19 発
現と正の相関を示した。さらに TLT 形成には多彩な線維芽細胞が関与することを見出し
た。前述のhomeostatic chemokineはTLT内部の線維芽細胞によって産生されていた。
TLT 形成初期にはレチノイン酸(RA)合成の律速酵素 RALDH2 を発現する線維芽細胞が
TLTを取り囲むのに対し、TLT内部の線維芽細胞は神経堤マーカーp75NTRを発現した。
これらの発現パターンと、線維芽細胞に RA を投与すると p75NTR 発現が誘導されたこ
とから、TLT外部の線維芽細胞から供給されるRAがTLT内部の線維芽細胞の形質転換
に寄与する可能性が示唆された。TLT形成後期にはTLT内部にp75NTR陰性領域が生じ、









た。最後にヒト腎組織での検討を行ったところ、高齢者の約 3 割で腎TLT が認められる

























  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
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